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１．はじめに

 本研究は、

多く発表した

て語ったエッ

その精読を通

観」を位置づ

来像」を明ら

 高度成長期

鍋は、同エッ

来の全てを造

らも、自身の

ていたことが

を通して、高

思い描いた「

めの新視点獲

 なお、研究

か、真鍋やそ

等とし、文献

真鍋の未来観

彼の著書・論

「遊び観」お

２．高度成長

２－１．高度

 分析に先立

年代にかけて

理・概観して

 東京オリン

による特需に

日本万国博覧

点に達する。

ールする契機

のもとに進め

約束するかの

 こうした機

ための学問的

に浸透しはじ

松左京、林雄

より学問的に

来るべき将来

トレーター

に 

イラストレー

た作品・著作の

ッセイ「遊び車

通して真鍋のユ

づけるとともに

らかにすること

期に多くの未来

ッセイのなかで

造ることである

の未来像におい

がうかがえる。本

高度成長やレジ

「遊び」への姿

獲得を企図する

究対象は、真鍋

その周辺におけ

献調査を主とし

観や、当時の時代

論考、そしてイ

および「遊びの

長期と真鍋博 

度成長期の日本

立ち、高度成長

ての文化状況を

ておく。 
ンピック(1964)
に後押しされな

覧会(1970)をエ

万博を日本全

機と位置付け、

められた。時代

のように受け取

機運と歩調を合

的可能性の探究

じめた。1968年
雄二郎らを中心

に確立され、現

来を予測するこ

ー・真鍋博

ーター・真鍋博

のなかから、遊

車の思想を」(1
ユニークな思想

に、そこに描か

とを目的とする

来画を描いたこ

で「遊びの未来

る」と述べてい

いて「遊び」を

本エッセイ「遊

ジャー・ブーム

姿勢を把握し、

る。 
鍋博の著書・論

ける芸術活動に

して分析を行う

代背景を整理

イラストレーシ

の未来像」を把

本社会 

長期にあたる1
を、真鍋の活

)やベトナム戦

ながら発展を続

エポックとして

全体が世界に戦

都市整備が空

代はまさに「バ

取られた。 
合わせるかたち

究をめざした

年には梅棹忠夫

心とした日本未

現実を論理的に

ことが社会現象

博の「遊び

博(1932-2000)が
遊びの未来につ

1967)を取り上

想の全体へ「遊

かれた「遊びの

る。 
ことで知られる

来を創ることは

いる。このこと

を極めて重要視

遊び車の思想を

ムのなかで真鍋

「遊び」再考の

論考や作品集の

に関する図書資

う。具体的には

・考察した上で

ションの両面か

把握した。 

1960年代から

活動周辺を主に

戦争(1965-75)な
続けた日本経済

て高度成長期の

戦後の発展をア

空前の熱気と速

バラ色の未来」

ちで、未来予見

「未来学」が社

夫、加藤秀俊、

未来学会の発足

に見据えた上で

象となった。
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び車の思想

が数

つい

上げ、

遊び

の未

る真

は未

とか

視し

を」

鍋が

のた

のほ

資料

は、

で、

から

ら70
に整

など

済は、

の頂

アピ

速度

を

見の

社会

小

足に

で、

 

問題

バ

２

 真

術大

漫画

な真

ガ

は星

し

博

 

手

年

実

都市

 

活発

イ

ー

旅行

奇

し

膨

「情

育」

３

 真

判

来

い

パ

多様

 真

化へ

固定

が一

レ、

想」にみ

しかし一方で

問題や学生紛争

バラ色ではない

－２．真鍋博

真鍋博は、19
術大学油絵科卒

漫画によるカリ

真鍋の作風を

ガジン』、アガサ

は星新一、筒井

した。風刺の利い

博の昆虫記』(共
1960年代から

手として注目さ

年のニューヨー

実か？」である

都市や社会・生活

こうした活動

活発に行い、著作

で取り上げら

ージ発想法に関

旅行エッセイな

奇な視点から、

した。特にダジ

膨らませること

「情報化社会」

育」せよ、とい

．真鍋博にと

真鍋は当時横

判しつつ、未来の

来は可能性をふ

いろのビジョン

パターンではな

多様な未来のイ

真鍋の発想す

化へ、固定から

固定観念を破壊

一貫している

レ、アナロジー

みられる未

愛知産業大

で、万博開催の1
争などの問題が

いという意識が社

博の略歴および創

932年に愛媛県

卒業、同大学院

カチュアを多

を活かして、雑

サ・クリスティ

井康隆などのＳ

利いた作風は、

共に1976)など

ら70年代にか

れていく。そ

ーク世界博日本

る。その後、多

生活を描いた。 
動と並行してエ

作は単著だけで

られる題材は、

関するもののほ

など多岐にわた

物事の本質を

ジャレや語呂合

を得意とし、「

は「情報禍社

いった表現が数

っての「未来

横行していた紋

来の複数性を次

ふくんでいる。

ンがあっていい

なく考え方であ

メージを数多

する未来は、中

ら流動へ、二者

壊しながら新た

る。その発想法

ーが数多く採られ

年次活動

未来像 

大学 造形学

竹

1970年前後に

が表面化し、未

が社会に広まっ

び創作活動 
県新居浜市に生

院美術研究科修

多く手がけてい

雑誌『ユリイカ

ィのミステリー

ＳＦ小説の挿絵

『真鍋博の植物

どへも継承され

かけて、真鍋は

その契機となっ

本館のイラスト

多くのファンタ

エッセイストと

でも20冊を超

イラストレー

ほか、教育論か

たっており、ど

を捉える軽妙な

合わせを多用し

「発想は発送」、

社会」、「狭育」

数多くみられる

来」 

紋切り型の未来

次のように表現

未来は一つで

い。未来は方法

あり思想である

多く打ち出して

中央から周縁へ

者択一から多者

たな可能性を探

法として語呂合

れている。 

動報告書 2012

学部建築学科

竹内 孝治

にはすでに環境

未来が必ずしも

ていく。 

生まれ、多摩美

修了後は油彩や

いる。シニカル

カ』や『ＳＦマ

ー小説、さらに

絵も数多く担当

物園』や『真鍋

れている。 
は未来画の描き

ったのが、1964
ト壁画「夢か現

タジックな未来

としての活動も

超える。エッセ

ーションやイメ

から文明批評、

どれも卓抜で新

な文章を得意と

してイメージを

、「思考は止考」

をやめて「共

。 

来イメージを批

現している。「未

ではない。いろ

法やアイデアや

る」。こうして、

ていった。 
へ、文明から文

者択三へ、など

探るという姿勢

合わせやダジャ

2 

科 

治 

 

境

も

美

や

ル

マ

に

当

鍋

き

4
現

来

も

セ

メ

新

と

を

考」、

共

批

未

ろ

や

、

文

ど

勢

ャ



 

 真鍋の描く

に、「のほほん

調している。

車は一家に一

ふえるといっ

た。ぼくはそ

ミの処理が国

内面まで包括

らこれは早く

ではない。待

ばならぬ未来

の未来である

である」。真鍋

来像や未来観

の批判的視点

４．著書・論

４－１．「遊び

 エッセイ「

1967年5月号

の空間」を特

 本エッセイ

ムに便乗して

判的に紹介し

る。そして、

へベルトをひ

ないときはベ

緊張力をあた

ようにする車

位置をそこに

われの遊びの

と語り、「遊び

である」と高

４－２．その

 真鍋の文章

びを主要テー

①「衣・食・

所収。「個人個

せる必要性を

性・選択性を

②「買うレジ

(1971)所収。労

している。「時

支配されない

また、遊びが

に遊びがある

未来像は、当

んと待っている

「経企庁の白書

一台だとか、米

った“未来未来

そうした一面だ

国家的問題にな

括した未来をこ

来い来いとの

待ちのぞむべき

来である。そし

る。自分で摑み

鍋にとっての未

観とは大きく異

点に立ったもの

論考にみられる

び車の思想を」

「遊び車の思想

号に掲載された

特集したもので

イにおいて真鍋

て繰り出されて

し、遊びと労働

「遊び車という

ひく車、この距

ベルトの方向を

たえてベルトが

車、労働軸と睡

に見出す未来像

の思想は全く貧

びの未来を創る

高らかに宣言し

の他の著書・論

章は常に遊び心

ーマとしたもの

住・遊」：『真

個人が勤労と余

を説いており、

を重視している

ジャー・創るレ

労働時間との対

時間」ではなく

い自分だけの時

が若者だけのも

ることを指摘し

当時の未来ブー

る夢の未来」で

書が発表された

米の需要が減り

来”した角度ば

だけでなく、老

なるといった来

ここで描きたか

のほほんと待っ

き未来のために

してあくまで自

みとりたい、実

未来は、ブーム

異なり、むしろ

のであることが

る「あそび観」

」 

想を」は、建築

たもので、同号

であった。 
鍋は当時流行し

ていた「遊び」

働の二項対立に

うのがある。原

距離を縮めたり

を変え、回転の

がゆるんだりは

睡眠軸をつなぐ

像がなければな

貧しいといわね

ることは未来の

している。 
論考 

心が込められて

のについて論旨

真鍋博の複眼的

余暇の二つの時

画一的な余暇

る。 
レジャー」：『ぼ

対比で「レジャ

く「自間」であ

時間＝「自間」

ものではなく、

している。 

ームに抗するよ

ではないことを

た時もマスコミ

り、肉の摂取量

ばかりをとりあ

老人がふえたり

来たるべき時代

かったのだ。だ

っている夢の未

に解決していか

自分の考える日

実現させたい未

ムと化していた

ろそうした観念

が看取できる。

 

築専門誌『SD』
号は「遊びと遊

していた未来ブ

の未来予測を

に疑問を呈して

原動軸から従動

り、二軸が平行

の数を変えたり

はずれたりしな

ぐ生活車、遊び

ならぬ。いまわ

ねばならぬよう

の全てを造るこ

ているが、特に

旨を整理する。

的人間論』(19
時計」を持ち合

暇を批判し、多

ぼくの家庭革命

ャー自間」を提

あるのは、時計

が必要と説く

人生の節目節
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よう

を強

ミは、

量が

あげ

りゴ

代の

だか

未来

かね

日本

未来

た未

念へ

 

』の

遊び

ブー

を批

てい

動軸

行で

り、

ない

びの

われ

うだ」

こと

に遊

 
971)
合わ

多様

命』

提案

計に

く。

節目

③

ー”

ッ

説

そ遊

 真

極

遊び

真鍋

の

休

で

が

５

 著

は遊

テー

ほ

れ

未来

ぜ

ゆ

向

世界

 

選択

描

られ

上

てい

６

 真

項対

な未

学至

っ

を発

く

論考

る夢

 以

や未

の在

提供

と

③「「遊び」を遊

ー”なレジャーの

クにこそこれ

説き、「パターン

遊びのエッセ

真鍋の著書・論

極めていたレジ

遊びの在り方を

真鍋の遊び観は

自由な選択性確

休日と平日、行

であり、多様な

ら提案してい

．イラストレー

著書・論考と

は遊び心あふれ

ーマとしたも

ほぼ全て「未来

れは『2001年の

未来イメージで

ぜん』(1968年

うえんち」や

け雑誌『少年

世界」などが挙

ここでは、真

選択性の高い遊

描かれた内容は

れている。そ

上と地下、陸上

いる点に特徴

．おわりに 

真鍋の遊び観

項対立を無効化

未来思想とも

学至上主義や都

ていた1970年
発表した。「遊

ることである」

論考やイラスト

夢が「現実に拍

以上にみたよ

や未来像、数々

在り方の改善

提供し、紋切り

なるものと期待

遊ぶ」：『有人島

の在り方に疑

れからのレジャ

ン化したり普遍

ンスがある」

論考において

ジャーブームを

を批判している

は、多様性を重

性確保を重視し

行楽地と勤務地

な遊びの在り方

いる点に特徴が

レーションにみ

同様に、真鍋

れる表現が特徴

のは、未来の画

来」に関連した

の日本』(1969
であったり、子

4～12月号)の
や「みらいのど

年キング』(1970
挙げられる。 
真鍋が著書・論

遊びの未来像が

は、多くの場合

そして、自然と

上と水中などの

徴がある。 

観は、多様性や

化していく姿勢

も共通している

都市文明礼讃へ

年代に、真鍋は

遊びの未来をつ

」と考え、遊び

レーションを

に拍車をかける

ような真鍋のユ

の々珠玉の言葉

善・向上を検討

型の「遊び観

期待される。 

年次活動

島』(1972)所収

疑問を呈し、「脱

ャーのすべてが

遍化することの

と指摘してい

ては、1960年代

を土壌に形成さ

る点が共通して

重んじるととも

している。また、

地といった線引

方を、彼独自の

がみられる。 
みられる「あそ

鍋の描くイラス

徴とされる。特

画家と称され

た内容である。

9)に描かれた遊

子ども向け雑誌

の連載にみられ

どうぶつえん」、

70年1号)のグ

論考において唱

が表現豊かに示

合が自然のアナ

と人工物、人間

の境界が戦略的

や選択性を重ん

勢が貫かれてお

る。高度成長期

への疑義も呈さ

はエッセイ「遊び

つくることは未

びの未来像を数

を通して世に問

」という信念

ユニークな「遊

葉は、これから

討するに際し、

観」をブレーク

動報告書 2012

収。“よりイージ

脱オートマティ

があるのだ」と

のないものにこ

いる。 
代以降、隆盛を

された画一的な

ている。ゆえに

もに、個人個人

、遊びと労働、

引きへも懐疑的

の造語を交えな

そび観」 

ストレーション

特に遊びを主要

れるだけあって、

たとえば、そ

遊園地や旅行の

誌『こどもとし

れる「みらいの

そして、少年

グラビア「未来

唱導した多様で

示されている。

ナロジーが用い

間と動植物、地

的に曖昧化され

んじ、単純な二

おり、彼の独特

期を通過し、科

されるようにな

遊び車の思想を」

未来の全てをつ

数多くの著書

問うた。描かれ

念に従って。 
遊び」への思考

らの遊びと人間

新たな視点を

クスルーする鍵

2 

ジ

ィ

と

こ

を

な

に

人

的

な

ン

要

て、

そ

の

し

の

年

来

で

い

地

れ

二

特

科

な

」

つ

・

れ

考

間

を

鍵
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